
　
「
北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
の
日
」
記
念
イ
ベ

ン
ト
が
、
７
月
23
日
に
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
約
２
０
０
人
が
参
加
し
て
記
念
日
を
祝

い
ま
し
た
。

　
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
24
年
７
月
23
日

の
日
本
バ
タ
ー
餅
協
会
の
設
立
と
「
バ
タ
ー

餅
の
里
」
宣
言
を
記
念
し
、
開
か
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
が
２
回
目
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

の
本
城
奈
々
さ
ん
と
保
育
園
児
た
ち
が
、
秋

田
北
鷹
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
バ
タ
ー
も

ち
の
う
た
と
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
Ｂ
Ｍ‐
1
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
ア

レ
ン
ジ
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
秋
田

北
鷹
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
の
バ
タ
ー
餅
が
振
る

舞
わ
れ
、
参
加
者
は
地
元
の
特
産
品
を
味
わ

い
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。▲秋田北鷹高校吹奏楽部の演奏を楽しむ参

加者

長く愛される特産品に ●「北あきたバター餅の日」記念イベント

　
鷹
巣
小
学
校
（
成
田
葉
子
校
長
・
児
童
数

２
６
８
人
）
の
創
立
１
４
０
周
年
を
記
念
し

た
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
集
会
」
が
、
開

校
記
念
日
の
８
月
２
日
に
米
代
児
童
公
園
で

行
わ
れ
、
児
童
や
地
域
の
卒
業
生
な
ど
約
３

０
０
人
が
参
加
し
て
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
参

加
者
全
員
で
声
高
ら
か
に
校
歌
を
斉
唱
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
校
舎
や
児
童
数
、
歴
代
校

長
な
ど
同
校
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
「
鷹
小
〇

×
ゲ
ー
ム
」
を
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
歴

史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
校
の
卒
業
生
で
直
木
賞
作
家
の

故
渡
辺
喜
惠
子
氏
が
作
詞
し
た
「
収
穫
祭
の

歌
」
を
披
露
し
た
ほ
か
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
鳴

ら
し
、
紙
で
作
っ
た
大
き
な
誕
生
ケ
ー
キ
に

入
刀
し
て
開
校
記
念
日
を
祝
福
し
ま
し
た
。

▲「お誕生日のうた」を歌い、紙で作った
ケーキに入刀する児童たち

地域住民と開校記念日を祝う ●鷹巣小学校「ハッピーバースデー集会」

　
米
内
沢
共
勇
会
（
松
橋
祥
樹
会
長
）
の
三

吉
神
社
祭
「
サ
ギ
サ
ギ
」
が
、
８
月
15
日
に

米
内
沢
地
区
で
行
わ
れ
、
ま
わ
し
を
締
め
た

会
員
た
ち
が
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
候

と
な
り
ま
し
た
が
、
伝
統
を
継
承
し
て
い
る

会
員
約
30
人
が
参
加
。
紙
垂
を
た
く
さ
ん
下

げ
た
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
20
キ
ロ
ほ
ど

の
梵
天
を
持
ち
、
相
撲
の
行
司
装
束
や
ま
わ

し
姿
の
会
員
た
ち
が
、
笛
と
太
鼓
の
囃
子
に

合
わ
せ「
サ
ー
ギ
、サ
ー
ギ
、ド
ッ
コ
イ
サ
ー

ギ
」
と
唱
え
な
が
ら
列
を
な
し
て
歩
き
ま
し

た
。
そ
の
後
一
行
は
、
神
社
ふ
も
と
の
小
川

で
身
を
清
め
、
倉
ノ
山
（
標
高
３
１
４
メ
ー

ト
ル
）
頂
上
の
三
吉
神
社
に
向
か
い
、
梵
天

を
威
勢
よ
く
祠
に
奉
納
し
五
穀
豊
穣
と
無
病

息
災
を
祈
願
し
ま
し
た
。 

▲あいにくの雨の中を、まわし姿で梵天を
持って歩く会員

まわし姿で町内を練り歩く ●三吉神社祭「サギサギ」

　
市
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
と
鷹
巣
漁
業
協

同
組
合
主
催
の
魚
の
つ
か
み
取
り
大
会
が
、

８
月
17
日
に
米
代
川
河
川
公
園
で
行
わ
れ
、

市
内
や
三
種
町
の
子
ど
も
会
な
ど
か
ら
参
加

し
た
約
１
５
０
人
が
、
素
早
く
泳
ぎ
回
る
魚

を
追
い
か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
、
ニ
ジ
マ

ス
合
わ
せ
て
約
２
５
０
０
匹
が
用
意
さ
れ
、

中
に
は
体
長
40
セ
ン
チ
を
超
え
る
大
物
の
ニ

ジ
マ
ス
１
６
０
匹
も
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
か
み
取
り
は
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
、
学

年
や
年
齢
ご
と
に
８
組
に
分
け
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
合
図
と
と
も
に
魚
が
放

た
れ
た
特
設
プ
ー
ル
に
一
斉
に
入
り
、
衣
服

が
濡
れ
る
の
も
か
ま
わ
ず
、
水
し
ぶ
き
と
歓

声
を
上
げ
な
が
ら
、
魚
の
つ
か
み
取
り
に
挑

ん
で
い
ま
し
た
。

▲水しぶきを上げて、魚取りに夢中な子ど
もたち

泳ぎ回る魚を追いかける ●魚のつかみ取り大会

　
市
が
脇
神
地
区
の
遊
休
地
に
誘
致
し
た
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
「
燦
ソ
ー
ラ
ー
」
の
竣

工
式
が
、
８
月
６
日
に
現
地
で
行
わ
れ
、
関

係
者
約
20
人
が
参
列
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
燦
ソ
ー
ラ
ー
は
、
電
気
設
備
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
を
手
掛
け
る
㈱
エ
レ
ッ
ク
ス
極
東
が
、

太
陽
光
発
電
事
業
を
目
的
と
し
た
㈱
エ
レ
ッ

ク
ス
東
北
を
設
立
し
て
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
設
置
場
所
は
ケ
ア
タ
ウ
ン
た
か
の
す
に
隣

接
す
る
市
有
地
で
、
４
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

敷
地
に
９
９
８
４
枚
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が

設
け
ら
れ
、
発
電
設
備
容
量
は
約
１
９
９
９

メ
ガ
ワ
ッ
ト
、
一
般
家
庭
約
６
０
０
世
帯
分

の
年
間
消
費
電
力
量
に
相
当
し
ま
す
。

　
燦
ソ
ー
ラ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
市
内
で
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
が
稼
働
す
る
の
は
今
回
を
含
め

て
２
か
所
目
と
な
り
ま
す
。

▲ケアタウンたかのすの隣に完成した燦
ソーラー発電所で行われた竣工式

市内２か所目の発電所が稼働 ●燦ソーラー発電所竣工式

　
第
58
回
北
秋
田
市
民
盆
踊
り
大
会
が
、
８

月
15
日
に
鷹
巣
銀
座
通
商
店
街
で
行
わ
れ
、

市
内
の
団
体
や
企
業
な
ど
か
ら
約
２
５
０
人

が
参
加
し
、
行
く
夏
の
一
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
市
民
盆
踊
り
大
会
は
、
郷
土
芸
能
「
鷹
巣

盆
踊
り
」
が
前
身
で
、
慶
応
年
間
に
鷹
巣
村

の
商
人
ら
が
商
売
繁
盛
と
豊
作
を
祈
願
し
て

踊
っ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
お
揃
い
の
は
ん
て
ん
や
浴
衣

を
着
た
り
、
編
み
が
さ
に
端
縫
い
衣
裳
を
身

に
ま
と
っ
た
り
し
た
踊
り
手
た
ち
が
、
歌
や

太
鼓
、
三
味
線
の
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
し
な

や
か
な
踊
り
を
披
露
し
、
詰
め
掛
け
た
見
物

客
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
賞
品
が
当
た
る
、

恒
例
の
抽
選
会
も
行
わ
れ
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

▲浴衣を着てしなやかな踊りを披露する参
加者

やぐらを囲んで踊りの輪 ●第58回北秋田市民盆踊り大会

サ
ン

し　
で

ほ
こ
ら

ぼ
ん
て
ん
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